
 

 

議案第７号  

 

秦野市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正することにつ

いて 

 

 秦野市附属機関の設置等に関する条例の一部を別紙のとおり改正するものと

する。 

 

平成３１年２月２５日提出 

 

秦野市長 高 橋 昌 和 

 

 

提案理由 

「公の施設」に係る指定管理者の候補者の選定及び施設管理の評価を行う附

属機関を設けるとともに、企画提案型事業審査会が対象とする事業を拡大する

ため、改正するものであります。 
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秦野市条例第  号  

 

   秦野市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例 

 

 秦野市附属機関の設置等に関する条例（昭和３３年秦野市条例第６号）の一

部を次のように改正する。 

別表市長、教育委員会の部秦野市企画提案型事業審査会の項担任する事項の

欄中「公共事業受託事業者」を「公共事業の受託事業者等」に改め、同表に次

のように加える。 

市長、教

育委員会 

秦野市指定管理者

選定評価委員会 

公の施設に係る指定管理者

の候補者の選定及び施設管

理の評価に関すること。 

１施設ごとに

１０名以内 

別表備考を次のように改める。 

 備考 

１ 秦野市企画提案型事業審査会については、公共事業の受託事業者等の

選定を要する事業ごとに、規則又は規程で具体的な附属機関の名称を定

める。 

２ 秦野市指定管理者選定評価委員会については、指定管理者制度により

管理しようとする施設ごとに、規則又は規程で具体的な附属機関の名称

を定める。ただし、設置目的が同一の施設又は類似する施設については、

同一の附属機関により選定及び評価を実施することができる。 

３ 秦野市指定管理者選定評価委員会の担任事項は、別に条例で定めると

ころにより、他の附属機関においてこれを担任することができる。 

 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

（秦野市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正） 

２ 秦野市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３１年秦

野市条例第３０号）の一部を次のように改正する。 

第１条中第６４号を削り、第６５号を第６４号とし、第６６号から第７４

号までを１号ずつ繰り上げ、第７５号を削り、第７６号を第７４号とし、第

７７号から第７９号までを２号ずつ繰り上げ、同号の次に次の１号を加える。 
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  (78) 秦野市指定管理者選定評価委員会の委員 

  第１条中第８０号を第７９号とする。 

  第２条第１項本文中「前条第１号から第７９号まで」を「前条第１号から

第７８号まで」に改め、同条第２項中「前条第８０号」を「前条第７９号」

に改める。 

別表第１秦野市里山ふれあいセンター指定管理者選定委員会の委員の項及

び名水はだの富士見の湯指定管理者選定委員会の委員の項を削り、同表に次

のように加える。 

秦野市指定管理者選定評価委員会の委員 同 ７，８００円 

  別表第２区分の欄中「条例第１条第１号から第７９号まで」を「条例第１

条第１号から第７８号まで」に、「条例第１条第８０号」を「条例第１条第

７９号」に改める。 

 （秦野市老人いこいの家条例の一部改正） 

３ 秦野市老人いこいの家条例（昭和４７年秦野市条例第１３号）の一部を次

のように改正する。 

  第１２条第２項を削る。 

  第１３条第２項中「前項」を「第１項」に改め、同項を同条第３項とし、

同条第１項各号列記以外の部分中「前条第１項（同条第２項において準用す

る場合を含む。）」を「前条」に改め、同項の次に次の１項を加える。 

２ 市長は、前項の規定により指定管理者の候補者を公募により選定しよう

とするときは、特別の事情があると認める場合を除き、秦野市附属機関の

設置等に関する条例（昭和３３年秦野市条例第６号）第２条の規定により

設置される秦野市高齢者保健福祉推進委員会（第１７条において「委員会」

という。）の意見を聴くものとする。 

  第１４条第２項各号列記以外の部分中「事項」を「主な事項」に改め、同

項第８号を削る。 

  第１５条ただし書中「第１７条第１項」を「第１８条第１項」に改める。 

  第２０条を第２１条とする。 

  第１９条ただし書を削り、同条を第２０条とし、第１８条を第１９条とす

る。 

  第１７条第１項中「前条」を「第１６条」に改め、同条を第１８条とし、

第１６条の次に次の１条を加える。 
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  （管理に係る意見聴取） 

 第１７条 市長は、老人いこいの家を適正に管理するため、委員会に意見を

求めることができる。 

 （秦野市里山ふれあいセンター条例の一部改正） 

４ 秦野市里山ふれあいセンター条例（平成１３年秦野市条例第６号）の一部

を次のように改正する。 

  第１６条第２項を削る。 

  第１７条第１項各号列記以外の部分中「前条第１項（同条第２項において

準用する場合を含む。）」を「前条」に改め、同条第２項中「次条第１項に

規定する秦野市里山ふれあいセンター指定管理者選定委員会」を「秦野市附

属機関の設置等に関する条例（昭和３３年秦野市条例第６号）第２条の規定

により設置される秦野市指定管理者選定評価委員会（第２１条において「委

員会」という。）」に改める。 

  第１８条を削る。 

  第１９条第２項各号列記以外の部分中「事項」を「主な事項」に改め、同

項第８号を削り、同条を第１８条とする。 

  第２０条ただし書中「第２１条第１項」を「第２２条第１項」に改め、同

条を第１９条とする。 

  第２１条を第２０条とし、同条の次に次の１条を加える。 

  （管理に係る意見聴取） 

 第２１条 市長は、里山ふれあいセンターを適正に管理するため、委員会に

意見を求めることができる。 

  第２２条第１項中「前条」を「第２０条」に改める。 

  第２４条ただし書を削る。 

 （秦野市名水はだの富士見の湯条例の一部改正） 

５ 秦野市名水はだの富士見の湯条例（平成２８年秦野市条例第３２号）の一

部を次のように改正する。 

  第１８条第２項後段中「次条第１項に規定する名水はだの富士見の湯指定

管理者選定委員会」を「秦野市附属機関の設置等に関する条例（昭和３３年

秦野市条例第６号）第２条の規定により設置される秦野市指定管理者選定評

価委員会（第２２条において「委員会」という。）」に改める。 

  第１９条を削り、第２０条を第１９条とし、第２１条を第２０条とし、第

２２条を第２１条とし、同条の次に次の１条を加える。 
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  （管理に係る意見聴取） 

 第２２条 市長は、富士見の湯を適正に管理するため、委員会に意見を求め

ることができる。 

  第２４条前段中「第２２条」を「第２１条」に改める。 
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議案第７号 秦野市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例案新旧対照表 

新 旧 

別表（第２条関係） 別表（第２条関係） 

附属機関の属

する執行機関 

附属機関の

名称 
担任する事項 

委員の

定数 

（略） 

市長、教育委

員会 

秦野市企画

提案型事業

審査会 

企画提案型による公共

事業の受託事業者等の

選定に関すること。 

１事業

ごとに

１０名

以内 

（略） 

市長、教育委

員会 

秦野市指定

管理者選定

評価委員会 

公の施設に係る指定管

理者の候補者の選定及

び施設管理の評価に関

すること。 

１施設

ごとに

１０名

以内 
 

附属機関の属

する執行機関 

附属機関の

名称 
担任する事項 

委員の

定数 

（略） 

市長、教育委

員会 

秦野市企画

提案型事業

審査会 

企画提案型による公共

事業受託事業者の選定

に関すること。 

１事業

ごとに

１０名

以内 

（略） 
 

 備考 

 

 

 

 備考 秦野市企画提案型事業審査会については、公共事業受託

事業者の選定に係る事業ごとに、その附属機関の属する執行

機関の規則又は規程で具体的な附属機関の名称を定めるもの

とする。 

  １ 秦野市企画提案型事業審査会については、公共事業の受

託事業者等の選定を要する事業ごとに、規則又は規程で具
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体的な附属機関の名称を定める。 

２ 秦野市指定管理者選定評価委員会については、指定管理

者制度により管理しようとする施設ごとに、規則又は規程

で具体的な附属機関の名称を定める。ただし、設置目的が

同一の施設又は類似する施設については、同一の附属機関

により選定及び評価を実施することができる。 

３ 秦野市指定管理者選定評価委員会の担任事項は、別に条

例で定めるところにより、他の附属機関においてこれを担

任することができる。 

 

  

  

   附 則  

 （施行期日）  

１ この条例は、平成３１年４月１日から施行する。  

 （秦野市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の

一部改正） 

 

２ 秦野市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例 

（昭和３１年秦野市条例第３０号）の一部を次のように改正す

る。 

 

  第１条中第６４号を削り、第６５号を第６４号とし、第６６

号から第７４号までを１号ずつ繰り上げ、第７５号を削り、第

７６号を第７４号とし、第７７号から第７９号までを２号ずつ
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繰り上げ、同号の次に次の１号を加える。 

  (78) 秦野市指定管理者選定評価委員会の委員  

  第１条中第８０号を第７９号とする。  

  第２条第１項本文中「前条第１号から第７９号まで」を「前

条第１号から第７８号まで」に改め、同条第２項中「前条第 

８０号」を「前条第７９号」に改める。 

 

  別表第１秦野市里山ふれあいセンター指定管理者選定委員会

の委員の項及び名水はだの富士見の湯指定管理者選定委員会の

委員の項を削り、同表に次のように加える。 

 

秦野市指定管理者選定評価委員会の

委員 

同 ７，８００円 

 

 

  別表第２区分の欄中「条例第１条第１号から第７９号まで」

を「条例第１条第１号から第７８号まで」に、「条例第１条第

８０号」を「条例第１条第７９号」に改める。 

 

 （秦野市老人いこいの家条例の一部改正）  

３ 秦野市老人いこいの家条例（昭和４７年秦野市条例第１３ 

号）の一部を次のように改正する。 

 

  第１２条第２項を削る。 

  第１３条第２項中「前項」を「第１項」に改め、同項を同条

第３項とし、同条第１項各号列記以外の部分中「前条第１項

（同条第２項において準用する場合を含む。）」を「前条」に
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改め、同項の次に次の１項を加える。 

２ 市長は、前項の規定により指定管理者の候補者を公募によ

り選定しようとするときは、特別の事情があると認める場合

を除き、秦野市附属機関の設置等に関する条例（昭和３３年

秦野市条例第６号）第２条の規定により設置される秦野市高

齢者保健福祉推進委員会（第１７条において「委員会」とい

う。）の意見を聴くものとする。 

  第１４条第２項各号列記以外の部分中「事項」を「主な事

項」に改め、同項第８号を削る。 

  第１５条ただし書中「第１７条第１項」を「第１８条第１

項」に改める。 

 

  第２０条を第２１条とする。  

  第１９条ただし書を削り、同条を第２０条とし、第１８条を

第１９条とする。 

 

  第１７条第１項中「前条」を「第１６条」に改め、同条を第

１８条とし、第１６条の次に次の１条を加える。 

 

  （管理に係る意見聴取）  

 第１７条 市長は、老人いこいの家を適正に管理するため、委

員会に意見を求めることができる。 

 

 （秦野市里山ふれあいセンター条例の一部改正）  

４ 秦野市里山ふれあいセンター条例（平成１３年秦野市条例第

６号）の一部を次のように改正する。 
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  第１６条第２項を削る。 

  第１７条第１項各号列記以外の部分中「前条第１項（同条第

２項において準用する場合を含む。）」を「前条」に改め、同

条第２項中「次条第１項に規定する秦野市里山ふれあいセンタ

ー指定管理者選定委員会」を「秦野市附属機関の設置等に関す

る条例（昭和３３年秦野市条例第６号）第２条の規定により設

置される秦野市指定管理者選定評価委員会（第２１条において

「委員会」という。）」に改める。 

 

  第１８条を削る。  

  第１９条第２項各号列記以外の部分中「事項」を「主な事

項」に改め、同項第８号を削り、同条を第１８条とする。 

  第２０条ただし書中「第２１条第１項」を「第２２条第１

項」に改め、同条を第１９条とする。 

第２１条を第２０条とし、同条の次に次の１条を加える。 

 

  （管理に係る意見聴取）  

 第２１条 市長は、里山ふれあいセンターを適正に管理するた

め、委員会に意見を求めることができる。 

 

  第２２条第１項中「前条」を「第２０条」に改める。  

  第２４条ただし書を削る。  

 （秦野市名水はだの富士見の湯条例の一部改正）  

５ 秦野市名水はだの富士見の湯条例（平成２８年秦野市条例第  
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３２号）の一部を次のように改正する。 

  第１８条第２項後段中「次条第１項に規定する名水はだの富

士見の湯指定管理者選定委員会」を「秦野市附属機関の設置等

に関する条例（昭和３３年秦野市条例第６号）第２条の規定に

より設置される秦野市指定管理者選定評価委員会（第２２条に

おいて「委員会」という。）」に改める。 

 

  第１９条を削り、第２０条を第１９条とし、第２１条を第 

２０条とし、第２２条を第２１条とし、同条の次に次の１条を

加える。 

 

  （管理に係る意見聴取）  

 第２２条 市長は、富士見の湯を適正に管理するため、委員会

に意見を求めることができる。 

 

  第２４条前段中「第２２条」を「第２１条」に改める。  
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